
池尻家御用留　捨て子関係リスト

年 西暦 月日 表題 内容 差出人

天保2年 1831 8月23日 覚 神門郡赤塚村六次忰兵蔵、市場村久兵衛
より甥丈助男子巳之助を養ひ子に遣度旨
申すを承り、銭を掠取、其後巳之助を〆殺
し、神光寺川尻砂垣の内に埋置等の罪に
付、町中引廻しの上、矢田村において磔。

井上善右衛門

天保6年 1835 閏7月12日 捨子をした者の捜索依頼。 井上善右衛門
天保6年 1835 閏7月21日 欠落帳外の者病死の節は、非人取捨ての

扱いにしようと思うが、下郡・与頭の意見を
聞かせて欲しい。

井上善右衛門

天保8年 1837 10月29日 人相の覚 飯石郡下熊谷村で死亡した身元不明の男
が連れていた女児の特徴。

高畑藤大夫

天保8年 1837 7月22日 人相の覚 大原郡織部村に捨子されたと思われる男
児の特徴。

高畑藤大夫

天保8年 1837 2月9日 昨年8月、能儀郡細井坂の林に居た、女児
捨子の養育者募集。

高木権平

天保8年 1837 2月20日 楯縫郡平田町の木佐徳三郎が、能儀郡細
井坂の林に居た、女児捨子の養育者となっ
た通知。

高木権平

天保8年 1837 閏4月4日 人相之覚 先月晦日意宇郡東津田村沖原に男子捨子
見当たり、同村岩次郎方へ連れ帰り労りの
訴え。早々郡虫吟味、存じ当り申し出の事

高畑藤太夫

天保8年 1837 6月19日 神門郡知井宮沖村の喜平太が、飯石郡で
養育されていた男児を養子にした。

高畑藤大夫

天保8年 1837 6月29日 東津田村沖原に当歳の男子捨て子あり、
養育米弐俵下し置かれ、養育の者募集の
触れ

高畑藤太夫

天保8年 1837 8月4日 人相の覚 神門郡口田儀村で溺死した八四郎の男児
の死骸が流れ着いたら、口田儀村の役人
へ届けること。

高畑藤大夫

天保8年 1837 10月10日 人相の覚 仁多郡大呂村に居た、身元不明の男児の
特徴。

高畑藤大夫

天保8年 1837 10月20日 仁多郡大呂村で捨子された男児が病死。 高畑藤大夫
天保9年 1838 二月晦日 本国不詳の男死去し、その連れの女子の

養育者諸郡で募集
高畑藤太夫

天保9年 1838 閏4月4日 人相之覚 先月晦日意宇郡東津田村沖原に男子捨子
見当たり、同村岩次郎方へ連れ帰り労りの
訴え。早々郡虫吟味、存じ当り申し出の事

高畑藤太夫

天保9年 1838 2月晦日 本国不詳の男死去し、その連れの女子の
養育者諸郡で募集

高畑藤太夫

天保9年 1838 閏4月4日 人相之覚 先月晦日意宇郡東津田村沖原に男子捨子
見当たり、同村岩次郎方へ連れ帰り労りの
訴え。早々郡虫吟味、存じ当り申し出の事

高畑藤太夫

天保9年 1838 6月29日 東津田村沖原に当歳の男子捨て子あり、
養育米弐俵下し置かれ、養育の者募集の
触れ

高畑藤太夫

身元不明者人相書
天保6年 1835 閏7月22日 人相の覚 仁多郡馬場村で死亡した身元不明の男の

特徴。
井上善右衛門

天保6年 1835 8月25日 人相書の覚 意宇郡西津田村で死亡の身元不明者の特
徴。

井上善右衛門

天保6年 1835 9月6日 人相の覚 楯縫郡古井津村で死亡した身元不明の坊
主の特徴。

井上善右衛門

天保6年 1835 9月9日 人相の覚 仁多郡小原村で死亡した身元不明者の特
徴。

井上善右衛門

天保6年 1835 12月■日 人相の覚 意宇郡宍道村で死亡した身元不明者の特
徴。

井上善右衛門

天保7年 1836 3月17日 人相の覚 仁多郡上三所村で死亡した身元不明の男
の特徴。

井上善右衛門

天保7年 1836 6月17日 人相の覚　出雲郡
直江町□兵衛後
家男子　伊太郎

下直江村で溺死した男の特徴。
死骸が流れ着いたら、報告すること。

高木権平
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天保7年 1836 4月15日 人相の覚 楯縫郡鹿園寺村で死亡した身元不明の男
の特徴。

井上善右衛門

天保7年 1836 4月14日 人相の覚 意宇郡宍道村で死亡した身元不明の男の
特徴。

井上善右衛門

天保7年 1836 6月16日 人相書の覚 仁多郡川内村の甚太郎が村用水で溺死、
死骸が流れ着いたら知らせること。

高木権平

天保7年 1836 6月22日 人相書の覚 出雲郡下庄原村新川で溺死した身元不明
の男の特徴。

高木権平

天保7年 1836 7月2日 覚 内中原南詰めの堀で溺死した身元不明の
女の特徴。

高木権平

天保7年 1836 8月12日 人相書の覚 出雲郡神庭村で死亡した身元不明の男の
特徴。

高木権平

天保7年 1836 9月21日 人相の覚 能義郡細井坂の林に居た身元不明の女児
の特徴。

高木権平

天保7年 1836 10月7日 人相の覚 神門郡萩原村で死亡した身元不明の男の
特徴。

高木権平

天保7年 1836 10月20日 人相書の覚 神門郡芦渡村で死亡した身元不明の女の
特徴。

高木権平

天保7年 1836 10月29日 人相書の覚 楯縫郡西代村で死亡した身元不明の坊主
の特徴。

高木権平

天保7年 1836 11月12日 人相書の覚 仁多郡大谷村で自殺した身元不明の男の
特徴。

高木権平

天保7年 1836 12月14日 人相書の覚 能儀郡吉佐村で死亡した身元不明の男の
特徴。

高木権平

天保7年 1836 12月17日 人相書の覚 能義郡差島村で死亡した身元不明の坊主
の特徴。

高木権平

天保7年 1836 12月20日 人相の覚 能義郡切川村で溺死した身元不明の男の
特徴。

高木権平

天保8年 1837 2月2日 人相の覚 嫁島沖で難船し、溺死した和助の死骸が
流れ着いたら、東忌部村の役人へ知らせる
こと。

高木権平

天保8年 1837 2月13日 人相の覚 難船し、溺死した神門郡鷺浦の祐三郎他3
名の特徴。
死骸が流れ着いたら、報告すること。

高木権平

天保8年 1837 2月16日 人相の覚 大原郡仁和寺村で死亡した身元不明の比
丘尼の特徴。

高木権平

天保8年 1837 2月17日 人相の覚 島根郡諸喰浦で死亡した身元不明の坊主
の特徴。

高木権平

天保8年 1837 2月15日 人相の覚 大原郡清田村で自殺した身元不明の男の
特徴。

高木権平

天保8年 1837 2月26日 人相の覚 大原郡大東村で死亡した身元不明の坊主
の特徴。

高木権平

天保8年 1837 2月26日 人相の覚 能義郡清瀬村で死亡した身元不明の男の
特徴。

高木権平

天保8年 1837 3月2日 能義郡清瀬村で死亡した男は、島根郡法
吉町の新右衛門と判明。

高木権平

天保8年 1837 3月3日 人相書の覚 楯縫郡平田村で死亡した身元不明の坊主
の子の特徴。

高木権平

天保8年 1837 3月3日 人相の覚 仁多郡駒原口村で溺死した身元不明の男
児の特徴。

高木権平

天保8年 1837 3月5日 人相の覚 神門郡茅原村と荒木村で死亡した身元不
明の男2名の特徴。

高木権平

天保8年 1837 3月7日 人相の覚 仁多郡大呂村で死亡した身元不明の男の
特徴。

高木権平

天保8年 1837 3月14日 人相の覚 能義郡島田村で死亡した身元不明の男の
特徴。

高木権平

天保8年 1837 3月26日 覚 正月26日に嫁島沖で難船した和助の死骸
が、乃木村へ流れ着いた報告。

高木権平

天保8年 1837 3月27日 人相の覚 飯石郡給下村で死亡した身元不明の比丘
尼の特徴。

高木権平

天保8年 1837 4月12日 人相の覚 出雲郡岩野薬師堂で死亡した身元不明の
男の特徴。

高木権平

天保8年 1837 4月12日 人相の覚 能義郡島田村で死亡した身元不明の男の
特徴。

高木権平

天保8年 1837 4月14日 人相書の覚 天倫寺の山で死亡した身元不明の男の特
徴。

高木権平

天保8年 1837 4月17日 人相の覚 大原郡杤谷で死亡した身元不明の坊主の
特徴。

高木権平

天保8年 1837 4月16日 古志川で溺死した神門郡乙立村の亀次の
死骸が流れ着いた。

高木権平

2



池尻家御用留　捨て子関係リスト

天保8年 1837 4月23日 人相の覚 月照寺の非人小屋で死亡した身元不明の
男と連れの男児の特徴。

高木権平

天保8年 1837 4月24日 人相の覚 神門郡北荒木村で自殺した身元不明の坊
主の特徴。
仁多郡上阿井村で溺死した身元不明の男
児の特徴。
能義郡安来村で死亡した身元不明の坊主
の特徴。
仁多郡梅木原村で死亡した身元不明の男
の特徴。

高木権平

天保8年 1837 5月6日 人相の覚 神門郡宇那手村で死亡した身元不明の坊
主の特徴。

高木権平

天保8年 1837 5月22日 広瀬の上来島村で病気になり、死亡した後
家まつと男児の特徴。
後家まつの男児の養育者募集。

高畑藤大夫

天保8年 1837 6月14日 人相の覚 作橋から落ちて溺死した仁多郡下鴨倉村
の徳太郎の死骸が流れ着いたら、下鴨倉
村の役人へ知らせること。

高畑藤大夫

天保8年 1837 8月4日 人相の覚 神門郡口田儀村で溺死した八四郎の男児
の死骸が流れ着いたら、口田儀村の役人
へ届けること。

高畑藤大夫

天保8年 1837 5月24日 行き倒れの身元調査方法の変更。
人相書きの触れは中止。
仮埋葬し、死亡者の特徴を書いた立札を建
てること。

高畑藤大夫

天保8年 1837 6月14日 乞食が御労小屋で病死した際、親類が極
貧者の場合は、引き取りの費用は村方で
負担。

高畑藤大夫

天保8年 1837 6月14日 人相の覚 作橋から落ちて溺死した仁多郡下鴨倉村
の徳太郎の死骸が流れ着いたら、下鴨倉
村の役人へ知らせること。

高畑藤大夫

天保8年 1837 10月29日 人相の覚 飯石郡下熊谷村で死亡した身元不明の男
が連れていた女児の特徴。

高畑藤大夫

天保9年 2月5日 人相之覚 赤塚村の二人溺死に付、捜索願 高畑藤太夫
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